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くしたちの先人は、不挑不屈の五所川原◎心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。
もってあらゆる困難を克服し新田を切り

､今日の活力に欄ちた五所川原市を築き◎自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります。
げました。

わたくしたちは、この伝統を継承し、広◎平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。
い視野に立って西北津軽の人々 と協潤◎文化を尊び､生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。
し、郷土の限りない発展を願って、こ

，こに市民憲章を定めます。 ◎未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります。
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日I円でご家族の安心を 

長
橋
地
区
の
農
産
物加
工
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
三
月
三
十

日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
長
橋
で
森
田
市
長
を
は
じ
め
関
係

者
、
地
元
住
民
の
代
表
ら
が
出
席
し
て
盛
大
に
落
成
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

同
七
ン
タ
ー
は
、
転
作
作
物

の
付
加
価
値
を
高
め
、
所
得
の

向
上
を
め
ぎ
そ
う
と
、
転
作
作

物
加
工
処
理
施
設
整
備
事
業
に

よ
り
建
設
し
た
も
の
で
、
木
造

平
屋
建
て
で
床
面
積
百
七
」人

・
 
 八

七
皿
→召
）
、事
業
費
は
四
千

四
百
六
十
万
円
で
す
。
 

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
加
工
施

設
と
し
て
、
ジ
ユ

ー
ス
、
ジ
ャ

ム
、
味
喰
な
ど
が
簡
単
に
加
工

処
理
で
き
る
蒸
気
三
重
釜
、
真
 
 

空
、IIキ
サ
ー
、
油
圧
プ
レ
ス
、
 

半
自
動
瓶
詰
機
、椛
ポ
ッ
ク
ス
、
 

冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
な
ど
各
種
加

工
及
び
貯
蔵
機
械
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

落
成
式
で
は
、
森
田
市
長
が
 

「こ
の
施
設
の
活
用
に
よ
っ
て

本
市
の
特
産
物
が
生
ま
れ
、
地

場
産
業
と
し
て
発
展
し
、
農
家

の
生
活
改
善
、
所
得
の
向
上
が

図
ら
れ
、
あ
ず
ま
し
い
む
ら
づ

く
り
が
成
し
遂
げ
ら
れ
る
よ
う

期
待
し
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
 

続
い
て
、
其
田
実
美
北
地
方
 
 

農
林
事
務
所
長
、
市
議
会
議
長

代
理
の
石
岡
裕
市
議
会
議
員
が

そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
た
後
、
 

松
野
憲
一
長橋
地
区
住
民
協
議

会
長
が
お
礼
の
こ
と
ぱ
を
述
べ

式
を
終
わ
り
ま
し
た
。
 

協
議
会
で
は
、
手
始
め
に
自

家
大
豆
に
よ
る
味
附
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す

が
、
六
月
か
ら
は
同
地
区
特
産

の
い
ち
ご
を
使
っ
た
ジ
ャ
ム
を

製
造
す
る
計
画
で
す
。
 

将
来
は
、
同
地
区
の
農
業
所

得
向
上
に
大
き
く
貢
献
す
る
も

の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

完成した長橋地区農産物加工センター 

加工機械の操作方法を学ぶ地域の人達 
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同
セ
ン
タ
ー
は
、
転
作
作
物

の
付
加
価
値
を
高
め
、
所
得
の

向
上
を
め
ざ
そ
う
と
、
転
作
作

物
加
工
処
理
施
設
整
備
事
業
に

よ
り
建
設
し
た
も
の
で
、
木
造

平
屋
建
て
で
床
面
種
百
七
十
八
・

長
橋
地
区
の
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
三
月
三
十

日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
長
橋
で
森
田
市
長
を
は
じ
め
関
係

者
、
地
元
住
民
の
代
表
ら
が
出
席
し
て
盛
大
に
落
成
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

令

F、

』

八
七
平
方
燭
、
事
業
費
は
四
千

四
百
六
十
万
円
で
す
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
加
工
施

設
と
し
て
、
ジ
ュ
ー
ス
、
ジ
ャ

ム
、
味
噌
な
ど
が
簡
単
に
加
工

処
理
で
き
る
蒸
気
三
重
釜
、
真完成した長橋地区農産物加工センター

空
ミ
キ
サ
ー
、
油
圧
プ
レ
ス
、

半
自
動
瓶
詰
機
、
椛
ボ
ッ
ク
ス
、

冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
な
ど
各
種
加

工
及
び
貯
蔵
機
械
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

落
成
式
で
は
、
森
田
市
長
が

「
こ
の
施
設
の
活
用
に
よ
っ
て

本
市
の
特
産
物
が
生
ま
れ
、
地

場
産
業
と
し
て
発
展
し
、
農
家

の
生
活
改
善
、
所
得
の
向
上
が

図
ら
れ
、
あ
ず
ま
し
い
む
ら
づ

く
り
が
成
し
遂
げ
ら
れ
る
よ
う

期
待
し
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

続
い
て
、
其
田
実
美
北
地
方

’一 側
一画

一
Ｊ

挫
林
事
務
所
長
、
市
瀧
会
識
長

代
理
の
石
岡
裕
市
議
会
識
員
が

そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
た
後
、

松
野
憲
一
長
橋
地
区
住
民
協
識

会
長
が
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ

式
を
終
わ
り
ま
し
た
。

協
織
会
で
は
、
手
始
め
に
自

家
大
豆
に
よ
る
味
噸
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す

が
、
六
月
か
ら
は
同
地
区
特
産

の
い
ち
ご
を
使
っ
た
ジ
ャ
ム
を

製
造
す
る
計
画
で
す
。

将
来
は
、
同
地
区
の
挫
業
所

得
向
上
に
大
き
く
貢
献
す
る
も

の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

加工機械の操作方法を学ぶ地域の人達

議鍵蕊雛蕊
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一
部
供
用
を
開
始
麟
 

企
業
誘
致

に
弾
み
一
 

欝
鯛
紗
通
安
鍛
」
」
 

ー
 

麟
麗
珍
無
 

動
を
実
施
 

テープカットする森田市長（左から 2 人目）、関主幹（左）、 
川浪市議会議長（右から 2 人目）、茂木工場長（右） 

』
‘
七
 
‘

ー
 

『
 

、
 

市内で行われた車両パレード 

市
で
は
四
月
一
日
、
工
業
用

水
道
の
一
部
供
用
を
開
始
し
、
 

毘
沙
門
字
上
熊
石
の
工
業
用
水

道
セ
ン
タ
ー
で
通
水
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

式
で
は
、
森
田
市
長
、
県
企

業
立
地
対
策
室
の
関
主
幹
、
川

浪
重
次
郎
市
議
会
議
長
、
茂
木

敏
司
日
立
東
部
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク

タ
脚
津
軽
工
場
長
が
中
央
監
視
 
 

盤
前
に
張
ら
れ
た
紅
白
の
テ

ー
 

プ
に
は
さ
み
を
入
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
森
田
市
長
が
着
水

井
流
入
弁
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ

る
と
、
井
戸
か
ら
く
み
上
げ
ら

れ
た
水
が
音
を
立
て
て
ろ
過
槽

に
流
れ
込
み
ま
し
た
。
 

同
事
業
は
、
漆
川
工
業
団
地

に
工
業
用
水
を
供
給
す
る
も
の

で
、
昭
和
六
十
一
年度
か
ら
五
 
 

か
年
計
画
で
総
事
業
費
十
五
億

円
を
見
込
ん
で
お
り
、
最
終
年

度
の
皿
山眺
三
年
度
に
は
一
日
当

た
り
九
千
三
百
立
方
U
の
給
水

で
す
が
、
今
年
度
は
五
千
二
百

立
方
U

、
来
年
度
は
七
千
三
百

立
方
肩
を
給
水
す
る
「
各
一
で
す
。
 

県
内
で
市
町
村
に
よ
る
工
業

用
水
道
の
整
備
は
当
市
が
初
め

て
で
す
。
 

漆
川
工
業
団
地
は
、
昭
和
五

十
九
年
に
農
工
団
地
と
し
て
整

備
さ
れ
、
現
在
は
日
立
東
部
セ

ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
囲
津
軽
工
業
が

操
業
し
て
お
り
、
I
c
・L
s
I
 

の
一
貫
生
産
で
大
量
の
工
業
用

水
を
使
用
す
る
た
め
、良
質
で

安
価
な
工
業
用
水
の
確
保
が
急

務
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

工
業
用
水
道
の
供
用
が
開
始

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
青
森
テ

ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
地
域
の
中
核

的
工
業
団
地
で
あ
る
漆
川
工
業

団
地
へ
の
企
業
誘
致
に
弾
み
が

つ
き
、
市
経
済
活
性
化
に
大
い

に
役
立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
で

い
ま
す
。
 

春
の
交
通
安
全運
動
が
四
月

六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
 

運
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
六
日

に
は
、
市
交
通
事
故
防
止
対
策

本
部
長
の
森
田
市
長
を
は
じめ
、
 

工
藤
忠
男
五
所
川
原
箕
強
1
1（
、
 

小
山
内
有
義
五
所
川
原
交
通
安

全
協
会
長
、
山
口
徳
二
安
全
運

転
管
理
者
事
業
主
会長
、
長
沢

京
子
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会

長
な
ど
関
係
団
体
か
ら
約
百
人
 
 

が
参
加
し
て
、通
勤
・
通
学
によ

る
車
両
が
ラ
ッ
シ
ュ
と
な
る
午

前
七
時
半
か
ら
市
内
の
四
か
所

で
チ
ラ
シ
を
配
り
な
が
ら
「
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
」
 

と
街
頭
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
交
通

安
全
協
会
や
各
企
業
、団
体
の

車
両
約
ニ
土
口
が参
加
し
、
市

内
を
パ
レ
ー
ド
し
て
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

パ
レ
ー
ド
に
先
立
ち
、
森
田
 
 

市
長
が
「
昨
年
は
残
念
な
が
ら

八
人
の
尊
い
命
が
交
通
事
故
で

失
わ
れ
て
い
ま
す
。
交
通
事
故

を
撲
滅
す
る
た
め
に
は
、地
道

な
活
動
と
情
熱
が必
要
で
す
。
 

今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご協
力

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
を
述
べ
た
後
、
工
藤
署
長
が
 

「異
常
な
ペ
ー
ス
で
交
通
事
故

に
よ
る
死
者
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
市
民
総
ぐ
る
み
で
安
全
で

快
適
な
住
み
よ
い
交
通
社
会
を

実
現
し
ま
し
ょ
う
」
と
激
励
し

ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
二
班
に
分
か
れ
て

市
内
を
パ
レ
ー
ド
し
、
交
通
事

故
防
止
を
訴
え
ま
し
た
。
 

0
運
動
の
重
点
 

子
ど
も
と
高
齢
者
、
特
に

新
入
学
（
園
）
児
童
の
交
通

事
故
防
止
 

若
年
運
転
者
に
よ
る
飲
酒
、
 

暴
走
等
無
謀
運
転
の
追
放
 

二
輪
車
、
自
転
車
の
交
通

事
故
防
止
 

正
し
い
方
法
に
よ
る
シ

ー
 

ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
の
徹
底
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市
で
は
四
月
一
日
、
工
業
用

水
道
の
一
部
供
用
を
開
始
し
、

毘
沙
門
字
上
熊
石
の
工
業
用
水

道
セ
ン
タ
ー
で
通
水
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
森
田
市
長
、
県
企

業
立
地
対
策
室
の
関
主
幹
、
川

浪
重
次
郎
市
繊
会
瀧
長
、
茂
木

敏
司
日
立
東
部
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク

タ
㈱
津
軽
工
場
長
が
中
央
監
視

癖
薬
用
総
懲
追
が

璽
癖
些
‐
１
曲
ユ
川
畑
Ⅷ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１

盤
前
に
張
ら
れ
た
紅
白
の
テ
ー

プ
に
は
さ
み
を
入
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
森
田
市
長
が
着
水

井
流
入
弁
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ

る
と
、
井
戸
か
ら
く
み
上
げ
ら

れ
た
水
が
音
を
立
て
て
ろ
過
棚

に
流
れ
込
み
ま
し
た
。

同
率
業
は
、
漆
川
工
業
団
地

に
二
業
月
水
を
供
給
す
る
も
の

で
、
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
五

猛
謹
懇
誘
》
一
致
》
鱈
一
弾
》
識

今
L

テープカットする森田市長(左から2人目)､関主幹(左)、
川浪市議会議長(右から2人目)､茂木工場長(右）

か
年
計
画
で
総
事
業
費
十
五
億

円
を
見
込
ん
で
お
り
、
最
終
年

度
の
平
成
三
年
度
に
は
一
日
当

た
り
九
千
三
百
立
方
賊
の
給
水

で
す
が
、
今
年
度
は
五
千
二
百

立
方
腕
、
来
年
度
は
七
千
三
百

立
方
賊
を
給
水
す
る
予
定
で
す
。

県
内
で
市
町
村
に
よ
る
工
業

用
水
道
の
整
術
は
当
市
が
初
め

て
で
す
。

漆
川
工
業
団
地
は
、
昭
和
五

十
九
年
に
農
工
団
地
と
し
て
整

備
さ
れ
、
現
在
は
日
立
東
部
セ

ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
㈱
津
軽
工
業
が

操
業
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｃ
・
Ｌ
Ｓ
Ｉ

の
一
貫
生
産
で
大
量
の
工
業
用

水
を
使
用
す
る
た
め
、
良
質
で

安
価
な
工
業
用
水
の
確
保
が
急

務
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

工
業
用
水
道
の
供
用
が
開
始

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
青
森
テ

ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
地
域
の
中
核

的
工
業
団
地
で
あ
る
漆
川
工
業

団
地
へ
の
企
業
誘
致
に
弾
み
が

つ
き
、
市
経
済
活
性
化
に
大
い

に
役
立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

春
の
交
通
安
全
運
動
が
四
月

六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

運
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
六
日

に
は
、
市
交
通
事
故
防
止
対
策

本
部
長
の
森
田
市
長
を
は
じ
め
、

工
藤
忠
男
五
所
川
原
警
察
署
長
、

小
山
内
有
鍍
五
所
川
原
交
通
安

全
協
会
長
、
山
口
徳
二
安
全
運

転
管
理
者
事
業
主
会
長
、
長
沢

京
子
交
通
安
全
母
の
会
運
《
旦
云

長
な
ど
関
係
団
体
か
ら
約
百
人

譜
霧
遁
患
甑
胴
姫
遷
隈
瀬
舗
〉
暇

瀞
OL

■

望醗馳鞠

蕊
＝軍

F可

Ｉ

毒
の
交
通
嚢
室
運
動
窪
実
施

鰹
が
参
加
し
て
、
通
勤
通
学
に
よ

る
車
両
が
ラ
ッ
シ
ュ
と
な
る
午

前
七
時
半
か
ら
市
内
の
四
か
所

で
チ
ラ
シ
を
配
り
な
が
ら
「
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
」

と
街
頭
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
交
通

安
全
協
会
や
各
企
業
、
団
体
の

車
両
約
二
十
台
が
参
加
し
、
市

内
を
パ
レ
ー
ド
し
て
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
に
先
立
ち
、
森
田

一
・
一
Ｊ
》
ヘ
ー
型

市内で行われた車両パレード

市
長
が
「
昨
年
は
残
念
な
が
ら

八
人
の
尊
い
命
が
交
通
事
故
で

失
わ
れ
て
い
ま
す
。
交
通
事
故

を
撲
滅
す
る
た
め
に
は
、
地
道

な
活
動
と
情
熱
が
必
要
で
す
。

今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
を
述
べ
た
後
、
工
藤
署
長
が

異
常
な
ペ
ー
ス
で
交
通
事
故

に
よ
る
死
者
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
市
民
総
ぐ
る
み
で
安
全
で

快
適
な
住
み
よ
い
交
通
社
会
を

実
現
し
ま
し
ょ
う
」
と
激
励
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
二
班
に
分
か
れ
て

市
内
を
パ
レ
ー
ド
し
、
交
通
事

故
防
止
を
訴
え
ま
し
た
。

◎
連
動
の
重
点

一
、
子
ど
も
と
高
齢
者
、
特
に

新
入
学
（
園
）
児
童
の
交
通

事
故
防
止

二
、
若
年
運
転
者
に
よ
る
飲
酒

暴
走
等
無
謀
運
転
の
追
放

三
、
二
輪
車
、
自
転
車
の
交
通

事
故
防
止

四
、
正
し
い
方
法
に
よ
る
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
の
徹
底

r＝ー＝ー＝＝ー一一



囲
五
所
川
原
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
（
小
林
清
蔵
理
事

長

・
会員
数
二
百
八
十
五
人
）
 

で
は
四
月
五
日
、
会
員
七
十
五

人
が
参
加
し
約
三
時
間
に
わ
た

っ
て
、
市
庁
舎
周
辺
や
菊
ケ
丘

運
動
公
園
、
市
内
目
抜
き
通
り

な
ど
の
清
掃
奉
仕
を
し
、
市
民

か
ら
喜
ば
れ
ま
し
た
。
 

同
セ
ン
タ
ー
は
、
六
十
歳
以

上
の
高
齢
者
に
経
験
や
能
力
を

生
か
し
た
仕
事
を
提
供
し
、
就

業
機
会
の
増
大
を
図
り
、
活
力

あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与

す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
設
立
 

さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
日
は
、
日
ご
ろ
市
や
市

民
の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
恩
返
し
と
し
て
滑
掃
奉

仕
を
行
っ
た
も
の
で
、
午
前
九

時
に
市
舎
庁
前
お
祭
り
広
場
に

災

ロ
した
後
、五
班
に
分
か
れ
、
 

空
き
び
ん
や
空
き
缶
、紙
く
ず
、
 

落
ち
葉
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
な

ど
合
わ
せ
て
軽
ト
ラ
ッ
ク
六
台

分
の
ゴ
ミ
を
収
集
、
あ
ま
り
の

多
さ
に
参
加
し
た
会
員
達
も
驚

い
て
い
ま
し
た
。
 

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
会
員

と
市
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
主
か
 

ら
の
仕
事
の
依

頼
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と

は
、事
務
局
（
市

内
岩
木
町
一
一
一

市
福
祉
事
務
所

一
一
階。
⑩
）
八
八

四
四
番
）
へ
お

間
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
 

清掃奉仕する会員達 
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注
姿
牌
ぺ
捕
殖
 

姿
牌
バ

叫

、
か
 

い
醒
雌
汚
 

割
熱
 

員
 

撮
奉
 
奉
仕
 

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

☆
福
祉
関
係
 

o

津
軽
三
味
線
滝
栄
会
（
大
邑

滝
雄
代
表
）
六
万
四
千
三
百

十
一
両
‘
軽

民
謡
大
会
時

の
益
金
。
 

o

開
米
尾
次
氏

（敷
島
町
）
一
一

十
八
万
八
千
円

ー
去
る
ニ
月

二
十
四
日
に
亡
く
な
ら
れ
た

妹

・
山内
ハ
ナ
さ
ん
の
香
典

返
し
。
 

＞と き 平成元年 
4 月29日～ 5 月 5 日 

ンところ 元町八幡宮境内 
（照明あり夜桜も楽しめます） 

レ催し物 29 日（祝） 
少年・少女将棋大会 
午前 I0時ーまつり会場内 

金多豆蔵ー座 
午前 lI時一会場特設ステージ 

30日（日） 

民謡と手踊りショー 
午前 11時一会場特設ステージ 

口ープ” ' ,J 

ンところ 

問い合わせ先 市商工観光課 
（廿国>2111番 内新I26 0番） 

E 俄 五所川原市観光ニ協会 

A' ~ ．、 ュー~ーA ー~ム ー ゆ、一 ~， 

消
費
税
導
入
に
伴
う
 

使
用
料
等
の
変
更
 

今
月
一
日
か
ら
の
消
費
税
導
 

分
手
数
料
 

入
に
伴
い
、
使
用
料
に
三
軒
が
 

☆
福
祉
関
係
山
〈
童
館
、
老
人
 

転
嫁
さ
れ
る
市
の
施
設
等
は
次
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
 

の
と
お
り
で
す
。
 

☆
建
設
関
係
上
塁
園
管
理
料
、
 

☆
総
務
関
係
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
 

都
市
公
園

（
市民
プ
ー
ル
、
 

セ
ン
タ
ー
、
松
島
会
館
、
行
 

市
営
球
場
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
 

政
財
産
（
使
用
期
間
が
一
月
 
相

撲
場
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ
ブ
 

に
満
た
な
い
土
地
の
使
用
及
 

ス
レ
ー
）
、市
営
住
宅
 

び
建
物
の
使
用
）
 

☆
下
水
道
 

☆
教
育
関
係
ー
 
民
館
、
市
民
 

☆
上
水
道
 

文
化
会
館
、
歴
史
民
俗
資
料
 

☆
工
業
用
水
道
 

館
、
市
民
体
育
館
 

☆
病
院
関
係
→
入
院
室
料
差
額
、
 

☆
農
林
関
係
ふ

＼村
婦
人
の
家
、
 

分
べ
ん
料
、
診
断
書
等

種
畜
管
理
（
種
付
料
）
、牧
野
 
※
な
お
、

詳
し
い
こ
と
は
各
施

管
理
（
放
牧
料
）
 
設
等
へ
お

間
い
合
わ
せ
く
だ
さ

☆
労
働
関
係
ー
 
く
婦
人
の
家
  

・
し
 

☆
衛
生
関
係
ー
一
般
廃
棄
物
処
 

年
金
積
立
金
の

一
 

,．・、
 

還
元
融
資
 

こ
の
積
立
金
は
、国
民
年
金
  

市
長
）
で
は
昭
和
六
十
三
年
度

及
び
厚
生
年
金
保
険
な
ど
か
ら
  

に
し
尿
処
理
施
設
基
幹
的
施
設

構
成
さ
れ
、
み
な
さ
ん
の
生
活
 
整
備
事

業
と
し
て
一
千
六
百
七

向
上
に
直
接
役
立
つ
よ
う
還
元
 
 

十
万
円
の
融
資
を
受
け
て
い
ま

融
資
さ
れ
て
お
り
、

西
北
五
衛
 
す
。
 

生
処
理
組
合
（
管
理
者
・
森
田
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㈱
五
所
川
原
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
（
小
林
清
蔵
理
事

長
・
会
員
数
二
百
八
十
五
人
）

で
は
四
月
五
日
、
会
員
七
十
五

人
が
参
加
し
約
三
時
間
に
わ
た

っ
て
、
市
庁
舎
周
辺
や
菊
ケ
丘

運
動
公
園
、
市
内
目
抜
き
通
り

な
ど
の
清
掃
奉
仕
を
し
、
市
民

か
ら
喜
ば
れ
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
六
十
歳
以

上
の
高
齢
者
に
経
験
や
能
力
を

生
か
し
た
仕
事
を
提
供
し
、
就

業
機
会
の
増
大
を
図
り
、
活
力

あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与

す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
設
立

さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
日
ご
ろ
市
や
市

民
の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
恩
返
し
と
し
て
清
掃
奉

仕
を
行
っ
た
も
の
で
、
午
前
九

時
に
市
舎
庁
前
お
祭
り
広
場
に

集
合
し
た
後
、
五
班
に
分
か
れ
、

空
き
び
ん
や
空
き
缶
、
紙
く
ず
、

落
ち
葉
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
な

ど
合
わ
せ
て
軽
ト
ラ
ッ
ク
六
台

分
の
ゴ
ミ
を
収
集
、
あ
ま
り
の

多
さ
に
参
加
し
た
会
員
達
も
驚

い
て
い
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
会
員

と
市
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
主
か

清掃奉仕する会員達

ら
の
仕
事
の
依

頼
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と

は
、
事
務
局
（
市

内
岩
木
町
一
二

市
福
祉
事
務
所

二
階
査
働
ｘ
八

四
四
番
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 《

４

今
月
一
日
か
ら
の
消
費
税
導

入
に
伴
い
、
使
用
料
に
三
薪
が

転
嫁
さ
れ
る
市
の
施
設
等
は
次

の
と
お
り
で
す
。

☆
総
務
関
係
ｌ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
、
松
島
会
館
、
行

政
財
産
（
使
用
期
間
が
一
月

に
満
た
な
い
土
地
の
使
用
及

び
建
物
の
使
用
）

☆
教
育
関
係
ｌ
公
民
館
、
市
民

文
化
会
館
、
歴
史
民
俗
寅
料

館
、
市
民
体
育
館

☆
挫
林
関
係
ｌ
農
村
婦
人
の
家

種
畜
管
理
（
種
付
料
茸
牧
野

管
理
（
放
牧
料
）

☆
労
働
関
係
ｌ
働
く
婦
人
の
家

☆
術
生
関
係
ｌ
一
般
廃
棄
物
処

こ
の
穂
立
金
は
、
国
民
年
金

及
び
厚
生
年
金
保
険
な
ど
か
ら

織
成
さ
れ
、
み
な
さ
ん
の
生
活

向
上
に
直
接
役
立
つ
よ
う
還
元

融
資
さ
れ
て
お
り
、
西
北
五
衛

生
処
理
組
合
（
管
理
者
・
森
田

消年

鍵
籍
１

蕊
金
総

還
講
融
資

市
長
）
で
は
昭
和
六
十
三
年
度

に
し
尿
処
理
施
設
基
幹
的
施
設

整
備
事
業
と
し
て
一
千
六
百
七

十
万
円
の
融
寅
を
受
け
て
い
ま

す
。

分
手
数
料

☆
福
祉
関
係
Ｉ
児
童
館
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー

☆
建
設
関
係
Ｉ
墓
園
管
理
料
、

都
市
公
園
（
市
民
プ
ー
ル
、

市
営
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

相
撲
場
、
ウ
ォ
ー
タ
ｒ
ボ
ブ

ス
レ
ー
）
、
市
営
住
宅

☆
下
水
道

☆
上
水
道

☆
工
業
用
水
道

☆
病
院
関
係
ｌ
入
院
室
料
差
額
、

分
べ
ん
料
、
診
断
癖
等

※
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
各
施

殻
等
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

更う
勺

‐☆
福
祉
関
係

○
津
軽
三
味
線
滝
栄
会
（
大
邑

滝
雄
代
表
）
六
万
四
千
三
百

十
二
円
Ｉ
津
軽
民
謡
大
会
時

h1か‐

ー

寄
付

4月29日~5月5日トレとき平成 元 年
1 あ

、…聯騰熟毒"ド
当劣-画p催し物呈呈日鯛需棋大会ド

ｌ
例
肉
朝
叫
Ｊ
可
〆
（
泊

Ｕ
肘
匿
う
ご
ざ
い
ま
回

4

午前10時＝まつり会場内：
4

金多豆蔵一座 b ○
開
米
尾
次
氏
（
敷
島
町
）
二

十
八
万
八
千
円
ｌ
去
る
二
月

二
十
四
日
に
亡
く
な
ら
れ
た

妹
・
山
内
ハ
ナ
さ
ん
の
香
典

返
し
。午澗11鯵-会鰯誇醗ｽﾃー’I30日（日）

§

Ｉ 輔篭禦毒星湾！
問い合わせ先市商工観光課：〉

（壷⑮2111番内線260番)^
主{髄五所Ill原市観光協会

＃

←▽一一●一一一一一マ．－－－-一一一ﾏ一一一一守,
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（第485号）⑥ 

赤十字の記念日 
5 月8 日が何の日か皆さんご存じですか。 

赤十字の創始者アンリーデュナンの誕生日で

ある 5 月8 日は 「世界赤十字デー」 であり、赤

十字の基本理念である 「人道・博愛」 の糟神を

今一度、 世界的な視点から再確認する日でもあ

ります。 

国際化の波が押し寄せる日本において、もは

や諸外国で起きている出来事に無関心でいられ

ないことはいうまでもありませんが、 この 「世

界赤十字デー」 を機会に人類のー人ひとりが、 

心の国境をとりはらい、地球人としての意識を

持ち、世界全体の平和を考え、実践していくこ

とができればという願いが込められている日な 

r  のです。 
ほかにも 5 月1日の日本赤十字社創立記念日 

(1878年）また、 5 日の赤十字社連盟創立記念

日（1919年）と 5 月は赤十字にちなんだ日が多

く、今一度 「人類の福祖：と世界の平和」 を再確

認してみてはいかがでしょうか。 

※赤十字についての間い合わせは市福祉事務所 

(n電国)2 111番 内線295番）へどうぞ。 

「j戎；冊寸ル日ナAh どぐ‘】 I 宣"Iiiメ．lLjマ1 (X) 、’ノ」 

9 姻 図 田 卿 

青森県歴史の道整備促進協議会では、盛岡文 

化財めぐりを行います。 

みなさんのご参加をお待ちしております。 

⑥日時 5 月7 日（日） 6:00-19:20 
⑨コース→五月i川原中三前発6:00-確島田町役場 

→啄木記念館→岩手博杉り館→南部会館（昼食） 

・→盛岡城跡→原敬記念館→南部鉄器ー材喬本美術 

館→岩山展望台→鶴田町→中三前着19:20 
'  ＠集合場所．時間 中三前午前 6 時 

＠会費 6,500円（見学1（斗、畳食） 

＠申し込み先 青森市大字松森字佃 青森県歴 

史の道整備促進協議会事務局（か0177)1064番） 

＠申し込み締切 4 月28 日（金） 

0申し込み受付時間 午前8 時30分～午後4 時 

まーて‘（日曜日を除く） 

農家の皆さんノ、 
平成元年度農業日雇賃金・耕転機 

等機械賃借料 標準額表 
市農業委員会 

1．農業 日雇賃金 

田
畑
別
 

二履諭」芝こと 
元年度標準額 

男 女 

水
 
田
 

田 	植 】日当り賄なし 4.200円 屯200円 

稲 ノ’ 4,200円 4,200円 

脱穀調整 I, 4,200円 屯200円 

畑
  

りんご勢定 
（特技者を除く） 1日当り賄なし 5,I IOO円 

りんご授粉 ノγ 4,000円 4,000円 

りんご摘果 ク 4,000円 4,000円 

りんご袋掛 1 	日 	当 	り 4,ニ !00円 

りんご収穫 1日当り賄なし 3,800円 3,800円 

薬剤散布作業 0 3,800円 3,800円 

一般農作業 ノ’ 3,800円 &800円 

2. 耕転機等賃借料 

機
械
別
 

作 	業 	別 元
標
 
年

準
 
度
額
 ト

】フ
ク
タ
ー
  

耕
 
転
 
機
 

田 打 砕 き 1 Ca 当り 屯900円 

畑 打 砕 き ク L900円 

田荒しろかき IOa 当り（ 2回） &900円 

田植しろかき I, 	 It 3,900円 

耕起よりしろかき I Ca当り 13,000円 

ノぐ 	イ 	ン 	ダ 	ー 糸持 IOa当り 8,800円 

ハ ー べ ス タ ー 人付 1 Qa当り 5,800円 

コ 	ン 	ノぐ 	イ 	ン 'I 

16,000円 

17,000円 
（結束刈り） 

10,000円 
（麦） 

田 	植 	機 ’ノ 屯900円 

オペレーター賃金 1 日 当 り a500円 

@1日の労働時間を 8時間とし，賄なしを基準とする。 '  5月の市民体育館’市営球場催し物案内 

・市民体育館 

3 日 

	

	西北五中学校学年別卓球選手権大 

会（9:00-) 

・市営球場 

3 日一～5日 	五所川原地区春季 IJ ーグ戦 (8:00~) 
6 日一-7 日 	高松宮杯予選（9:00~) 

6 日～ 8 日 県下高校春季バスケッ トボール大 12日～14日 春季土也区大会（8:00~) 
会（9:00~) 20日 全日本中学予選 (9:00~) 

21日 県あすなろ杯争奪柔道大会 21日 国l本予選（9:00~) 
(9:00-) 27日 全日本中‘-1-予選 (9:00~) 

25日 25日 ママさんテニス大会（9:00~) 28日 全日本学童予選 (9:00~) 

広報ごしょがわら平成元年(1989年)4月15日 (第485号）⑥

皆さ んへ農家の
平成元年

赤十字の記念日
5月8日が何の日か皆さんご存じですか。

赤十字の創始者アンリーデュナンの誕生日で

ある5月8日は「世界赤十字デー」であり、赤

十字の基本理念である「人道・博愛」の精神を

今一度、世界的な視点から再牙潅認する日でもあ

ります。

国際化の波が押し寄せる日本において、もは

や諸外国で起きている出来事に無関心でいられ
ないことはいうまでもありませんが、この「世

界赤十字デー」を機会に人類の一人ひとりが、
心の国境をとりはらい、地球人としての意識を
持ち、世界全体の平和を考え、実践していくこ

とができればという願いが込められている日な

のです。

ほかにも5月1日の日本赤十字社創立記念日

（1878年）また、5日の赤十字社連盟創立記念
日（1919年）と5月は赤十字にちなんだ日が多

く、今一度「人類の福祉と世界の平和」を再確

認してみてはいかがでしょうか。

※赤十字についての問い合わせは市福祉事務所

（き⑮2111番内線295番）へどうぞ。

「盛岡文化財めぐり」
曾皿固園畠

青森県歴史の道整備促進協議会では、盛岡文

化財めぐりを行います。

みなさんのご参加をお待ちしております。

◎日時5月7日（日）6:00～19富20

．コース→五所川原中三前発6:00→錦田I"I役場

→I啄木記念館→岩手･博物館→南部会館（昼食）

→盛岡城跡→原敬記念館→南部鉄器→橋本美術

館→岩山展望台→鶴田1町→中三前着19220

．集合場所・I痔間中三前午前6時

◎会費6,500円（見学料、昼食）
◎申し込み先青森市大字松森字佃青森県歴
史の道整備促進協識会事務局（盃0177,1064番）

◎申し込み締切4月28日(釣

◎申し込み受付時間午前8時30分～午後4時
まで（日I曜日を除く）

賃金･耕転機

準額表
･農業委員会

平成元年度農業日雇賃

等機械賃借料標雪
市崇

一

表額
業委員会

1．農業日雇賃金

F司

2．耕転機等賃借料

r~、

’
◎1日の労働時間を8時間とし．賄なしを基準とする。

市営球場催し物案内＆_二月の市民体育館9 ワ

・市営球場

3日～5日五所ﾉII原地区春季リーグ戦(8:00～）

6日～7日高松宮杯予選（9:00～）

12日～14日春季地区大会（8:00～）
20日全日本中学予選（9:00～）

21日国体予選（9:00～）

27日全日本中学予選（9:00～）
28日全日本学童予選（9:00～）

・市民体育館

3日西北五中学校学年別卓球選手権大

会（9:00～）

6日～8日県下高校春季バスケットボール大

会（9:00～）

21日県あすなる杯争奪柔道大会

（9:00～）

25日ママさんテニス大会（9:00～）
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田
畑
別

水
田

畑

薬剤散布作業

一般艇作業

田植

稲刈

脱穀調整

りんご勇定
特技者を除く

りんご授粉

りんご摘果

りんご袋掛

りんご収溌

1日当り賄なし

〃

〃

1日当り賄なし

〃

〃

1日当り

1日当り賄なし

〃

〃

元年度標準額

男

4,200円

4,200円

4,200円

5,300円

4,000円

4,000円

4,200円

3,800円

3,800円

3,800円

女

4,200円

4,200円

4,200円

4,000円

4,000円

3,800円

3,800円

3,800円

機
械
別

０
ト
ラ
ク
タ
ー

耕
転
機

パインダ一

ﾉ、－ベスタ一

コンパイン

田植機

作業別

田打砕き10a当り田打砕き

畑打砕き

田荒しろかき

田植しろかき

耕起よりしろかき

〃

10a当り(2回）

〃〃

10a当り

糸持10a当り

人付10a当り

〃'

〃

元年度

標準額

4,900円

4,900円

3,900円

3,900円

13,000円

8,800円

5,800円

16,000円

17,000円
(結束刈り）

10,000円
(麦）

4,900円

“＝J

オペレーター賃金
で西bろ＝1一

1日当り 6,500円
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⑦平成元年（1989年）4 月15日 	 広報ごしょがわら 	 （第685号） 

環境緑化まつりへ 
どうぞ 

レ日時 4 月28日（金〕～30日（日） 

ン場所 市役所前お祭り広場 

レ行事内容 

0庭園樹等展示即売会・・・一般庭園樹、はち花 

類、山野草類 

0入学記念樹贈呈 

0苗木の無償配布 

くつ花木類のせん定 

0木工品コーナー…木工品展示即売 

0花と緑の市目談p/i 
0緑の羽根募金 

お膿よら砂国ギ 2グ 

「コース走り初め会」 
市民の健康と体力の増進を図るため設定して 

いるジョギングコースの走り初め会を次のとお 

り開催いたします。 

ご家族そろってご参加ください。 

＞日時 4 月29日 （祝日）午前 6 時スタート 

レ集合場所 i有役所裏河川敷広場 

レ距離 約3 キロメー トル 

レ服装 軽い運動のできる服装 

※問い合わせは、市教育委員会社会教育課 

（廿（92 111番 内線250番）へどうぞ。 

第41回婦人週間 

青森県婦人会議ご案内 
ン日時 5 月17日（加 12時45うう・～ 15時45うチ 

D場所 青森市文化会館大会議室 

レ内容 

0講演 「女が変わる、男が変わる、社会が変わ 

る」 講師 言平論家 樋口恵子 

0シンポジウム 

レ入場料 無恥ト 

ン参加者 県民一般…男女年齢を間いません… 

※詳しいことは、青森婦人少年室（費0177 -電， 

1033番）へどうぞ。 

『めワとめ習りの小曾囲』 
ギャラリーの使用について 

みずとみどりの小公園（新町・布屋町」也区） 

内にあるギャラ I) -（約43n- ）は、多くの市民

の文化活動に利用できるよう、営利を目的とす

るもの」』よ外は無料で開放しています。 

個人、サークル等による絵画、 書道、写真展

等の幅広い利用をお願いします。 

小公園に関するお間い合わせは、市都市計画

課（頑る)2 111番 内線363：番）へどうぞ。 

『核兵器廃絶平和都市宣言』 
記念植樹祭を開催 

市では、 「核兵器廃絶平和都市宣言」 を記念

して 「市民憩いの森林」 で植樹祭を開催するこ

とになりました。 一般市民多数のご参加をお願

いします。 

レ日時 4 月23日（日）現地午前10日寺30分・から 

レ場所 飯詰山国有林（り未I珊ケ沢の奥） 

レ申し込み先 4 月22日までに、市農林課（か 

（園） 2 111番 内‘線215番）へ申し込みください。 

レそのft旦 （ユ）服装は、作業服、長ぐつ又はズッ

ク、軍手を準備してくださいく,②市で送迎バ

スを用意しますので、当日午前 9 時30分まで

に市役所前にお集りください。③昼食、使用

器具は市で準備します。④参加者全員に苗木

を無償配布します。 

「福祉タクシー」利用券を 
交付します 

レ対象者 市内に住所のある在宅視覚障害者の

人で身体障害者手帳1級及び 2 級の認定を受

けている人。 

レ助成の程度 タクシー利用1回につき400円、 
年61亘］まで。 

レ申請方法 身体障害者手帳、印鑑持参のうえ

市福祉事務所福祉係へおいでください。（代理

人でも可） 

※詳しくは、市福祉事務所福祉係（廿⑩2111番
内線297番）へどうぞ。 
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環境緑化まつりへ
どうぞ

『みずこみごり②⑪公園』
ギャラリーの使用について

一

みずとみどりの小公園（新町・布屋町地区）

内にあるギャラリー（約43㎡）は、多くの市民

の文化活動に利用できるよう、営利を目的とす

るもの以外は無料で開放しています。

個人、サークル等による絵画く書道、写真展

等の幅広い利用をお願いします。

小公園に関するお問い合わせは、市都市計画

課（垂⑮2111番内線363番）へどうぞ。

叩
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似日時4月28日(翁～30日（日）

P場所 市役所前お祭り広場

し行事内容

○庭園樹等展示即売会…一般庭園樹、はち花

類、山野草類

○入 学記念樹贈呈

○苗木の無償配布

○花 木類のせん定

○木工品コーナー…木工品展示即売

○花と緑の相談所

○緑の羽根募金

‐
』
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｢核兵器廃絶平和都市宣言』
記念植樹祭を開催

市では、「核兵器廃絶平和都市宣言」を記念

して「市民憩いの森林」で植樹祭を開催するこ

とになりました。一般市民多数のご参加をお願
いします。

し日時4月23日（日）現地午前10時30分から

>場所飯詰山国有林(11^II曾ケ沢の奥）

し申し込み先4月22日までに、市農林課（公

⑮2111番内線215番）へ申し込みください。

しその他①服装は、作業服、長ぐつ又はズッ

ク、軍手を準備してください。②市で送迎バ

スを用意しますので、当日午前9時30分まで

に市役所前にお集りください。③昼食、使用

器具は市で準備します。④参加者全員に苗木

を無縦配布します。

おはようジ自学ング

「コース走ﾚﾉ初め会」

市民の健康と体力の増進を図るため設定して

いるジ ョギングコースの走り初め会を次のとお

り開催いたします。

ご家族そろってご参加ください。

修日時4月29日（祝日）午前6時スタート

P集合場所市役所裏河ﾉ11敷広場

し距離 約3キロメーI ､ル

レ服装軽い運動のできる服装

※問い合わせは、市教育委員会社会教育課

（壷④2111番内線250番）へどうぞ。
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第41回婦人週間

青森県婦人会議ご案内
｢福祉タクシー｣利用券を

．交付します
P日時5月17日（水）12時45分～15時45分

、場所青森市文化会館大会議室

し内容

○識i寅「女が変わる、男が変わる、社会が変わ

る」識師評 論家樋口恵子

○シンポジウム

し入場料無料

P参加者県民一般…男女年齢を問いません…

※詳しいことは、青森婦人少年室（壷0177-⑮
1033番）へどうぞ。

し対象者市内に住所のある在宅視覚障害者の

人で身体障害者手帳1級及び2級の認定を受
けている人。

し助成の程度タクシー利用1回につき400円、
年6回まで。

し申請方法身体障害者手帳、印鑑持参のうえ

市福祉事務所福祉係へおいでください｡(代理
人でも可）

※詳しくは、市福祉事務所福祉係（垂⑮2111番
内線297番）へどうぞ。
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I新受入図書 ー市立図書館- 5月の保健センター相談日 
『I, 	名 著者名 書 	名 著者名 

近代政治理論の源流 木村 良一 消 滅 太田 弘志 

竹内俊吉集成 Iy 森放送 空よりの声 若城希伊子 

早分か2なたの税金 読売新聞社 新木枯し紋次郎 笹沢 左保 

家庭経済 小林 克己 ブレンド家族 佐江 衆一 

女が働くとき読む本 中島 通子 夜は千の鈴を鳴らす 島田 荘iり 

子別れの 
フオークロプ 本田 和子 愛情物語 富島 健夫 

朝鮮の風物と民情 松尾 四郎 むだ話、薬にまさる 早川 良ー・ 

季節のある暮らし クニエダ 
ャスエ 香子の夢 東野 圭吾 

野山の草木で 
酒づくり 橋本 郁三 ここだけの話だけど 福本 武久 

クラ ッ ン ック 
クライマ ソクス 山本 直純 わが生活わが思想 松田 道雄 

邦画傑作劇場 石沢英太郎 私のシべリア物語 潔地 久枝 
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奥津軽の道 太田 文雄 いこかもどろか 鎌田 敏夫 

朴正撚時代 李 	祥雨 黄 金 デフ
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繁栄の時代の不安 長岡 	昌 夢空幻 堀 	和久 

食lIiの放射能汚染 安斎 育郎 状況曲線 松本 清張 

衛jI- 放送の時（t 黒川 	糾 
I爆I」4裏部屋の 
I 	ハミ ンりr 渡辺えり了・ 

火災情報は 

容34- 2323番 
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D日日寺 5 月12日・19日・26日 （毎週金曜日） 

の午前10時～午後 3時 

レ内容 保健婦が血圧の測定や尿検査を含めた

健康相談に応じます。 赤ちゃんからお年寄り

まで、お気軽にどうそ 0 

献血にご協力を．ク 
期 	日 時 	間 場 	所 

5 月1日 

（月） 

午前10時から 
正午まで 

鎌谷町 
防災センター 

午後lii招0分から
午後4 時まで 

県合同庁舎 

5 月11日 

（木） 

午前10時から 
正午まで 

市役所お祭り広場 

午後1時30分から
午後4 時まで 

白生会胃腸病院 

乳幼児の健康診査 
ン場戸斤 「1:1保1建センター 

ン受付時間 12:45-13:00 
レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

3歳児は尿検査も行いますので’、当日小ビン

に尿を入れてもってきてください。 

※注意 （D6カ月児健康相談の際に、神経芽糾l 
胞I庫（小児がん）の検査セッ トを配付しますが

当日っごうで来れない場合は、母子健康手帳を

もって衛生課窓口にセッ トをもらいにきてくだ

さい。（ただし、生後 6 カ月、 7 カ月児に限るL 
②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子さん

はご遠慮ください。 

月 	令 対 象 児 期 日 内 容 

3 カ月児 H元年1月生 5 月9日因 健康診査 

6 カ月児 S 63年10月生 5 月16日因 健康相談 

1 	歳 児 S 63年4 月生 5 月22日（月） 健康相談 

1歳6カ月児 S62年11月生 5 月23日（火） 健康診査 

3 歳 児 S 61年1月生 5 月18日（村 健康診査 

訂 正 
去る 3)115日号に掲載の小児マヒ（ポI) オ） 

予防生ワクチン 2 回目投与の日程に一部誤りが

ありましたので訂正いたします。 

地 区 別 実施場所 2 回目 

五
七
 
小
和
 
学
地
 
区
区
 

保健センター 

5 月18日（村 

・

r
尺

南梅
 
学

地
 
区
区
 

 

5 月26日（釘 

※上記についてのお問い合わせは、市衛生課（か

⑩ 21 11番内線2 68、2 72番）へどうそ％ 
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5月の保健センター相談巴-市立図書館一

し日時5月12日・19日・26日（毎週金曜日）

の午前10時～午後3時

し内容保健婦が血圧の測定や尿検査を含めた

健康相談に応じます。赤ちゃんからお年寄り

まで、お気1藍にどうぞ。

献血にご協力を〃

一

乳幼児の健康診査
、場所市保健センター

し受付時間12:45～13:00

P持参するもの母子健康手帳、バスタオル。

3歳児は尿検査も行いますので、当日小ピン

に尿を入れてもってきてください。

※注意①6カ月児健康相談の際に、神経芽細
胞I唾（小児がん）の検査セットを配付しますが

当日つごうで来れない場合は、母子健康手帳を

もって術生課窓口にセットをもらいにきてくだ

さい。（ただし、生後6カ月、7カ月児に限る)o

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子さん
はご遠慮ください。－－－．－－．－－．－－－－－－弓一 一
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訂正
去る3月15日号に掲赦の小児マヒ（ポリオ）

予防生ワクチン2回目投与の日程に一部誤りが
ありましたので訂正いたします。
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※上記についてのお問い合わせは､市衛生課(a

⑮2111番内線268，272番）へどうぞ。ノ
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新受入図書
書名

近代政治理論の源流

竹内俊吉集成

早分かり
あなたの税金

家庭経済

女が働くとき読む本

子別れの、
ブ激･一クロア

朝鮮の風物と民柵

季節のある藻らし

野山の禦木で
浦づくり

クラッシック
クライマックス

邦画傑作劇期

集団と
リーダーシップ

図説韓国の歴史

ユダヤ人は有史以来

奥津経の道

朴正媒時代

繁栄の時代の不安

食卓の放射能汚染

衛星放送の時代

著者名

木村良一

青森放ヌ

読売新聞*

小林克E

中脇通子

本田和弓

松尾四曲I

クニエダ
ヤスエ

椛本郁三

山本直糸

石沢英太側

古川久§

婆徳ホ

ジョーン・
ピーター。

太田文胤

李祥雨

長岡昌

安斎育郎

黒川湛

需名

消滅

空よりの声

新木枯し紋次郎

ブレンド家族

夜は千の鈴を鳴らす

愛悩物語

むだ話､薬にまさる

香子の夢

ここだけの話だけど

わが生活わが思想

私のシベリア物語

女と人形

四季

男の紙芝居

いこかもどるか

黄金

夢空幻

状況曲線

埋根悪部屋の
ノ、ミング

著者名

太田弘冗

若城希伊弓

笹沢左11

佐江衆一

島田荘司

富島健ラ

早川良一

東野圭号

福本武ノ

松田道攻

窪地久ホ

ピェール。

ルイス

葛西孜

北野岸柵

鎌田敏ラ

ディック・
フランシス

堀和'

松本消3

渡辺えり卓

期日

5月1日

(月）

5月11日

(木）

間

午前10時から
正午まで

午後1時30分から
午後4時まで

午前10時から．
正午まで

午後1時30分から
午後4時まで

場所

鎌谷町
防災センター

県合同庁舎

市役所お祭り広場

白生会胃腸病院

月令

3カ月児

6カ月児

1歳児

1歳6カ月児

3歳児

対象児

H元年1月生

S63年10月生

.S63年4月生

S62年11月生

S61年1月生

期日

5月9日㈹

5月16日(火）

5月22日(月）

5月23日㈹

5月18日(洞

内容

健康診査

健康相談

健康相談

‘健康診査

健康診査

地区別

五小学区
七和地区

南小学区
梅沢地区

実施場所

保健センター

2回目

5月18日(桐

5月26日(翁


